
以下の情報をもとに、ペルソナに刺さる商品紹介文を2パターン作成してください。  
## ペルソナ（想定読者）  
- 属性：《例：30代～40代女性、仕事してる、子ども複数人》  
- 日常の状況：《例：共働きで平日は仕事と家事に追われている》  
- 悩み・困りごと：《例：「自分時間」の完全な喪失と自己犠牲感・ きょうだい間格差への対応と精神的ケア・教育費・
老後資金への現実的な不安・慢性的な体力低下と「健康の曲がり角」・名もなき家事と「家庭内タスク管理」のオー

バーフロー》 
 - 情報収集の傾向：《例：Instagramやママ友の口コミで商品を選ぶことが多い、ネット購入になれている》 
 - 購入時に重視すること：《例：「効率化」「時短」「時間がない」「失敗したくない」「家計を守りたい」》  
 
## 商品・サービス情報 - 商品名：《ふるさと納税》  
- カテゴリ：《例：食材、日用品、》 - 特徴：《例：地域の美味しい食材が冷凍で届き、炒めるだけ、温めるだけ、最短10
分くらいで主菜が完成する》  
- 他の選択肢との違い：《例：返礼品なので、大量に届く、普段買わないランクの良い品が届く、必ず買う品物が定期
的に届く》  
- 価格帯：《例：2万円の寄付でお肉４Kg、　1万2千で干物約４Kg、など　》  
 
## 紹介文の条件 - 文字数：300〜400文字  
- 文章の目的：ペルソナが「自分のための商品だ」と感じ、試してみたくなること 
 - トーン：ペルソナが普段使う言葉づかいに合わせる（堅すぎず、軽すぎず）  
- 視点：書き手は「同じ立場の経験者」として語る（上から目線やセールス口調はNG）  
 
## 紹介文の構成（この順番で書いてください）  
1.共感（ペルソナの悩みや「あるある」を冒頭で言語化し、「わかる！」と思わせる）  
2.発見（その悩みを解決してくれる商品との出会いを紹介する）  
3.体験（実際に使ったらどう変わるか、具体的なビフォーアフターで描く）  
4.後押し（自然な流れで行動を促す。押し売りではなく「気になったら見てみて」程度）  
 

==================================================================== 

正直、毎日バタバタで「ごはんどうしよう…」って考える余裕すらない日、ありますよね。仕
事に家事に追われて、買い物で重たい荷物を持つのもしんどい…。​
 そんな毎日だから、取り入れてるのがふるさと納税。自己負担2,000円で返礼品がもらえ
て、税金の控除も受けられる仕組みです。 

平日の夜はヘトヘトで、とりあえず味噌汁だけでも…ってなることが多いから、麹が生きてる
お味噌で出汁いらずでもちゃんと美味しいし、あとは味付きのお肉を焼くだけ。我が家はいろ

んな種類のお肉や干物をストックしてるので、状況で使い分けできるのも助かってます。 

デザートにはフルーツを食べながら「ここはどんなところかな？」って話したり。実家におす

そ分けしたら「助かるね」と喜ばれて、妹のところも始めたみたいです。毎週じゃないけどま

とめて届くので買い物の回数が減ってラクに。 

無理しなくても回る生活に近づいた感じ、よかったら一度見てみてね。 


